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心房組織の線維化率は、C群からA群にかけて段階的に上昇しており(A群: 43.0±12.9%, B群: 21.3±6.1%, C群: 
11.9±3.1%)、マイクロRNA21と有意な相関関係を認めた(r=0.508,p＜0.05)。心房細動の線維化率とメイズ手術の成功
率との間に相関関係を認めた。 
 
〔総 括〕 
 本研究により心房組織におけるマイクロRNA21の発現と心房細動の発症との関連の可能性が示された。マイクロ
RNA21の発現は心房組織の線維化と相関しており、心房細動の線維化は心房細動の発症やメイズ手術の成功率に影響し
ていると考えられた。以上より、心房組織におけるマイクロRNA発現が心臓血管外科手術における有用なバイオマーカ
ーとなる可能性が示唆された。 
 
 
 
